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論文審査の結果の要旨 
本論文の目的は、産業組織におけるストレス反応の増大や動機づけの低下などの心理的問題への対策としての、
組織風土の独自性を視野に入れたアクション・リサーチの有益性を提示することである。 
 産業場面における意識調査を用いたアクション・リサーチのために、心理学の各種理論は標準化された心理尺
度を提供している。これらの心理尺度はアクション・リサーチのサイクルにおける問題の診断段階や活動の評価
段階で活用されている。しかし、個々の産業組織は独自の環境に置かれており、一般的モデルだけでは捉えられ
ない組織特有の環境や出来事が構成員の意識に影響している可能性がある。そこで申請者は、客観的に観察可能
な組織の外的環境が、主観的な環境認知の組織レベルの構成概念である組織風土に影響し、風土を背景に組織に
おける心理的問題が成立し、その結果客観的に観察可能な組織的問題が発生するというプロセスを仮定した。ま
た、そのプロセスにおいて、組織風土の構造の不安定性が組織の外的環境の独自性によって生じており、心理的
問題の背景となるという理論モデルを構築した。そして、 (1)モデルの妥当性の検討、(2)モデルに基づいた組織
でのアクション・リサーチの有効性の検討、(3)組織の独自性を捉えるアクション・リサーチのためのコンサルテ
ーションの有効性の検討のそれぞれを、組織における調査事例の実証的分析によって行っている。 
 モデルの妥当性の検討では、教員と労働者の職務満足の違いの分析および、教員の精神疾患休職の要因の分析
を行っている。その結果、モデルの基本的な仮定は支持されたものの、組織風土と心理的問題の厳密な区別が困
難であることが示唆された。そのため、モデルで仮定したプロセスに組織風土から組織的問題への影響を加える
修正を行っている。また、組織の独自性の現れ方を精緻化し、組織風土の測定尺度の組織特異的構造、外的環境
と組織風土、組織風土と心理的問題、組織風土と組織的問題の組織特異的関連から成るモデルを構築した。 
 モデルに基づいたアクション・リサーチの有効性の検討では、製造業地方工場におけるメンタルヘルス改善事
例の分析を行っている。その結果、一般的モデルに基づいた項目と、現場でのヒアリングから設計した項目を併
用した意識調査が、組織の実態把握の精度を高め、活動への意思決定材料を提供し、活動への動機づけに寄与し
たことが示されるとともに、メンタルヘルスの改善も確認された。 
 組織の独自性を捉えるアクション・リサーチのためのコンサルテーションについては、申請者が提唱する「意
識調査コンサルテーション」の枠組みが提示された。そして、4事例の検討に基づき、調査方法の改善、活動の成
果、フィードバック、動機づけの向上という4観点において、意識調査コンサルテーションが有効であることを示
している。 
 以上の実証的事例検討に基づき、申請者は産業組織の心理的問題の解決のためのアクション・リサーチには、
組織独自の風土を視野に入れた意識調査を行うことが有益であると結論づけている。 
 本論文における組織調査データの分析、考察は妥当なものであり、得られた成果および申請者の研究への取り
組みから、今後のさらなる研究展開が期待されると考えられる。精緻かつ論理的に展開され、多くの研究によっ
て構成された本論文は、博士（人間科学）の学位授与に十分に値するものであると判定された。 
 
 
